












































































































































































































（Education for Sustainable Development）の単元開発を目的として，単元「エネルギー資源の利
用と持続可能性」を「デイリーの三条件a」の視点から構成し，授業実践を行った結果，以下の３
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点を明らかにしている32）．
① 中学校理科において，「デイリーの三条件」の概念に関して多くの部分が理解できたこと．
②  持続可能性に関して科学技術の問題点や，その問題点を解決する科学技術の利点が認識でき，
さらに研究開発や技術発展の必要性や意味を認識できたこと．
③  将来，科学技術に係わる仕事につきたいと考えたり，理科学習の有用感を指摘したりする生徒
が有意に増加したこと．
　神戸大学発達科学部付属明石小学校の田中は，小学校期における科学的思考の発達について研究
し，思考力の発達や支援の方向性，単元開発の指針について述べている33）．三重大学の平賀は，国
語の学習も科学的リテラシー育成の重要な場であるとして，データベースの活用による，科学的な
内容の作品を扱う国語学習の指導について研究し，学習者の科学的リテラシー育成の効果について
論じている34）．
　より実践的な授業デザインと授業概念のモデル化の研究として，神戸大学大学院の坂本らは，「燃
焼の３要素による説明活動を中心」とした小学校６年生理科の授業における，燃焼現象とその機能
について検討し，逆推論が多く生じる場面と，探究活動において逆推論が果たした役割について論
じている35）．
４．考　察
4-1．情報の科学的見方・考え方の育成方法に関する知見
　教科「情報」における情報の科学的見方・考え方の育成方法について，3-1-1から3-1-3までの結果
をもとに考察した．3-1-1の結果から，情報教育における情報活用の実践学習から，日常生活への効
果的な利用を図るためには，学習結果を他の事象と関連付ける力を養う必要があると推察される．
また，3-1-2の結果と，情報Ｂにおける学習にはアルゴリズムとプログラミングに関連した学習が広
く認知されていることから推察すると，問題の発見と解決の学習が実際の生活で生かされるために
は,問題を発見し，問題解決学習の結果と結び付けるための，情報の抽象化とその逆の具体化の能
力が求められると考えられる．3-1-3の結果から，情報社会の特徴と情報技術の役割とを関連付けて
問題を見出し，倉光の学習サイクルのように実践し続けるためには，情報を俯瞰し，概念構造を発
見する能力が求められるものと考えられる．以上の科目学習の研究を通して得られた知見とは，以
下である．
● 比喩や類推で関連付ける学習の必要性
● 問題の発見と解決に結び付けるための，情報の抽象化と具体化に関する学習の必要性
● 社会の中の情報を俯瞰し，概念構造を発見する学習の必要性
　これらの知見と，3-1-4の結果との差分が新しい学習指導要領から新たに加えられた情報教育の留
意点であると考えると，教科「情報」の学習と公民や数学などより多くの教科の学習と関連付け，
討議し，発表し合う学習が挙げられる．自らの考えを効果的に討議し，発表するためには論理的に
文章表現するための推論表現の能力が必要とされると考えられる．結果として，「社会と情報」「情
情報教育における科学的リテラシー育成法に関する研究
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報と科学」における授業実践の留意点に関する知見として次のことが挙げられる．
● 学習どうしを関連付ける学習活動の必要性
● 推論に基づいた論理的な表現能力の必要性
4-2．科学的リテラシー研究から得られた知見
　清水らの研究には，調べる，レポートにまとめる，発表・討論という流れで，繰り返すという授
業の特徴が見られ，その有効性について考察して述べられている．土屋らの研究においては，一連
の活動において調査結果を抽象概念に関連付けるという活動が見られる．以上の結果から，抽象概
念の形成と情報の再生産を一連の活動の中で行うことにより，効果的に科学的リテラシーを育成で
きることが推察される．またこの考察は，田中，平賀の実践，坂本らの研究結果からも裏付けられ
る．横浜国立大学の森本らは，メタ認知的アプローチによる科学概念形成を目指した授業開発に関
する一連の研究についても，本研究の考察と類似の考察を述べている36）．
4-3．情報の授業のモデル化
　教科「情報」の授業に提案するモデルの例を図4-3に示した．情報を比喩や類推などにより直接
的に関連付ける学習から始まり，問題解決のチャートモデル化などによる情報の概念構造の発見を
経て，討議や発表などの情報の再生産を行う学習活動を提案した．その際，常に他の教科などの学
習と関連付けを図り，情報の再生産の際には推論に基づいた論理的な表現を行うことにより，情報
の科学的見方・考え方をより効果的に育成できるものと推察される．
５．結　言
　情報の科学的な理解の促進のために科学的リテラシー教育が有効であるとの見解のもと，教科「情
報」の教育における科学的リテラシー育成方法の研究として，情報教育および科学的リテラシー教
育に関する研究の調査・考察を行い以下の結論を得た．
●  抽象概念の形成と情報の再生産を一連の活動の中で行うことにより，効果的に科学的リテラシー
図4-3　教科「情報」の授業に提案するモデルの例
情報の関連付け
（比喩や類推など）
情報の再生産
（討議や発表など）
情報の抽象的な
概念構造の発見
（問題解決方法の
モデル化など）
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情報教育における科学的リテラシー育成法に関する研究
　　　　　　　　　　　　　
注：
a　 「デイリーの三条件」は，資源や環境を持続可能にする概念であり，①再生可能な資源に関するもの，②再生不可能な資
源に関するもの，③汚染物質に関するものからなる．
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